



























内閣府の調査によると，平成 30 年 10 月 1 日





























行動”に着目した。A 商業施設のある B 町は，
年々人口減少と高齢化率増加の見られる地域で
あり，年齢構成は男女ともに 70 ～ 74 歳の人口
が最も多く，高齢化率は令和元年が 37.33％と，


































は月 1 ～ 2 回のペースで合計 8 回実施した。参
加者数は，測定実施時は 107 ～ 155 名，講話と
レクリエーション時は 90 名前後であった（表 1，
写真 1，2）。参加者のうち，7 回以上参加した
































































第 5 回目の参加者 104 名中，「健幸大学」に
複数回参加した 92 名にアンケートを配布した。
アンケート回収数は 75 名（回収率 81.5％）で
あった。そのうち 64 歳未満の回答者，および，
自由記載が無記載であった者は除外し，有効回
答数は 65 名であった（有効回答率 86.6％）。65
名の性別の内訳は男性 8 名（12.3％），女性 57
名（87.7％），年代別の内訳は 65 ～ 74 歳 45 名
（69.2 ％），75 ～ 84 歳 18 名（27.7 ％），85 歳 以



















































































































































































３） 内 閣 府． 令 和 元 年 度 版 高 齢 社 会 白 書．
2020.5.11.
h t t p s : / / w w w 8 . c a o . g o . j p / k o u r e i /
whitepaper/w2019/html/zenbun/s1_2_2.
html
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